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◆分野長挨拶
動物実験分野長 二上 英樹

当分野が管理する動物実験施設は、この一年、大きなトラブルに見舞われることなく運用すること
ができました。これもひとえに利用者の皆様方のご協力と、本施設スタッフ達のがんばりのおかげで
あります。ありがとうございます。

現在、国会では動物の適切な取扱方法すなわち動物福祉を管轄する法律である「動物の愛護及び管
理に関する法律（動物愛護法）」の改正作業が行われています。この法律は、およそ5年に一度改正
作業が行われ、その改正年に該当することから、作業が進められているものです。この法律の主旨は、
人間社会に存在する動物を動物福祉に配慮して適切に取り扱うことであり、対象は、産業動物、家庭
動物、展示動物、実験動物となっています。生命科学研究で用いられる研究用の実験動物も含まれて
おり、動物実験を行う研究者はすべからくこの法律の定める内容を守る必要があります。実際に守る
べき項目としては、Reduction（使用数の削減）、Replacement（代替）、Refinement（苦痛の軽減）
の頭文字である「3R の原則」が、前回の改正時から明記されるようになりました。この原則は、国
際的に標準な動物福祉の原則でもあり、研究成果を国際的な雑誌に発表する折などには、こういった
福祉に配慮した実験が求められています。また、この法律の下位にあるガイドラインでは、各研究機
関が実施すべき5つの項目、「動物実験委員会の設置」、「機関内規程の策定」、「教育訓練等の実施」、
「自己点検・点検」、「情報公開」が定められています。これらは、岐阜大学においては動物実験委員
会が取りまとめ実施しています。研究者は、生命科学研究がこういったルールの管理下において実施
されている、あるいは実施されなくてはいけないということの意味を理解して、適切な実験を行う必
要があります。

さて、足下の岐阜大学の動物実験施設に目を向けますと、施設の利用が再び増える傾向が出てきま
した。施設が平成17年に開業したときからしばらくは増加していた利用も、過去3年ほどは横ばいが
続いていたのですが、平成23年の中頃から再び上昇する傾向を見せ始めています。利用者の皆さまに
は、不便のないように運営する予定でおりますが、何かありました折には、ご協力のほどをお願いし
ます。

平成24年4月
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◆動物実験分野組織
1．動物実験分野職員（平成23年度）
（1）専任教官

1．准教授（分野長） 二上英樹
2．助教 平田暁大

（2）専任職員
1．技術職員 藤森美香子
2．技術職員 大山貴之

（3）非常勤職員
1．技術補佐員 松居和美
2．事務補佐員 松原かおる
3．事務補佐員 廣見久子（～5月）
4．事務補佐員 後藤聖子（5月～）

2．動物実験分野沿革
平成5年4月 医学部付属動物実験施設設置（学部内処置）

医学部基礎棟屋上中動物飼育室（221平米）
平成7年4月 医学部付属動物実験施設設置（省令施設）
平成12年 遺伝子操作動物飼育室（16平米）運用開始
平成15年4月 生命科学総合実験センター動物実験分野に改組
平成16年12月 医学部生命科学棟完成

（3～5階部分に新動物実験施設を配置）
平成17年3月 旧医学部（司町）基礎棟屋上中動物飼育室閉鎖

旧医学部（司町）遺伝子操作動物飼育室閉鎖
柳戸地区へ移転

平成17年4月 生命科学総合研究支援センター動物実験分野へ改称
新動物実験施設運用開始
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◆動物実験分野紹介
1．動物実験分野活動紹介

動物実験分野では、以下のような活動を行っています。

⑴ 動物実験のための施設の提供と技術的サポート
生命科学の研究において、動物実験は必要不可欠です。研究の必要に応じて、マウス、ラット、ウ

サギ、ビーグル犬、ブタなど様々な動物が研究に用いられます。近年、トランスジェニックマウスや
ノックアウトマウスに代表される、遺伝子改変動物が大変注目されています。動物実験から信頼でき
るデータを得るためには、実験動物が安定した環境で良く管理されていることが必要です。また、人
間に対する安全への配慮や生命倫理の立場から、ルールに基づいた実験を行うことが求められます。
本センターの動物実験分野は、動物実験に関する施設を提供するとともに動物実験の計画立案、動物
の維持管理に関する総合的なサポートを行います。

⑵ 動物実験についての教育指導
動物実験を行うためには、実験に先立ち多くの専門的知識や手技等をマスターすることが必要で

す。動物実験分野では学内の研究者に対し動物実験についての講習会を行っています。また、実験計
画書審査などを通し、動物実験における実験計画作成、実験動物の選択から動物の取り扱い方、飼育
環境、飼育方法、安楽死法等についての教育とコンサルティングを行います。

⑶ 実験動物学的研究、発生工学的手法を用いた動物実験のサポート
病の苦しみから逃れ健康でありたいとの願いと、生命機能を知りたいという思いがライフサイエン

スの発展を促し、今日の医学・生命科学を築いてきました。しかし、生命現象の謎はとてつもなく深
く、いまだ多くの難問が残されています。ライフサイエンスを支えてきた動物実験も多様化し、高度
な専門性が求められるようになってきました。このような難問に挑戦するために、遺伝子改変動物（ト
ランスジェニックマウスやノックアウトマウス）の作出、胚性幹細胞からの特定細胞への分化など発
生工学的手法を用いた研究を目指しています。

2．所有設備（動物実験施設）紹介
本動物実験施設は、平成17年春より運用を開始した、比

較的新しい施設です。平成16年に医学部と大学病院が、司
町キャンパスから大学本部のある柳戸キャンパスへ移転し
た折りに、これらの建物に隣接して医学部生命科学棟が建
設され、その中に設置されました。医学部生命科学棟は複
数の部局が入居する合同施設で、平成16年12月20日に竣工
した建物は、5階建て、延べ床面積約6582．16平米を有しま
す。この中に、生命科学総合研究支援センターと医学部の
大型機器並びに設備が設置され、岐阜大学における生命科
学分野の研究活動に大きく寄与することが期待されていま
す。

この棟の3階から5階には同センター動物実験分野動物実験施設が入居しています。岐阜大学とし
ては初めてとなるバリアシステムを装備した近代型の大型動物実験施設です。

動物施設としてこれまでに比べ、旧キャンパス医学部棟内に散在していた飼育設備が中央集約化さ
れ一元管理されるとともに、飼育室スペースも大幅に拡大しました。新動物実験施設は、4つに分か
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れた飼育室エリアを有しており、SPF 小動物飼育室、クリー
ン小動物飼育室、中動物飼育室、感染動物飼育室から構成され
ています。そしてこれらの飼育室に加え、各実験室、中動物用
手術室などを保有しています。また全室 P1A には対応してい
るので、遺伝子組換え動物の飼育面積も増えました。これまで
の施設に比べ、新たに SPF 動物を用いた実験、P2／P3クラ
スの感染動物実験、遺伝子組換え動物の作成などができるよう
になりました。

また、小動物飼育室には、全室、個別換気型ケージングシス
テムを導入したのも、本施設の特徴です。これにより、1飼育
室あたりの収容可能頭数は大きく増え、動物実験施設で問題と
なりやすい不足気味の飼育室面積にも対応できるようになりま
した。

動物実験施設は、平成15年に改組され、医学部の附属施設か
ら、岐阜大学の共同利用施設としてセンター化されました。現在までの所、岐阜大学内の者であれば、
等しく使うことができます。

動物実験施設の利用を希望される方は、章末「利用の手引き」を参照にしてください。また、同様
の内容のことが生命科学総合研究支援センター動物実験分野ホームページ（http://www1.gifu-u.ac.jp
/～lsrc/）にも掲載されています。

（動物実験分野所有設備）動物実験施設（医学部生命科学棟内）収容能力
1．SPF 小動物飼育エリア

（ア）マウス用ケージ／1728
（イ）ラット用ケージ／192

2．クリーン小動物飼育エリア
（ア）マウス用ケージ／2304
（イ）ラット用ケージ／256

3．中動物飼育エリア
（ア）手術室4
（イ）ウサギ飼育室

①ウサギ用ケージ／60
（ウ）ミニブタ飼育室

①ミニブタ用ケージ／6
（エ）イヌ飼育室

①イヌ用ケージ／7
（オ）サル飼育室

①サル用ケージ／3

4．感染動物飼育エリア
（ア）P2感染動物実験室

①アイソレーション BOX／64
（イ）P3感染動物実験室

①アイソレーション BOX／64
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◆利用の手引き
1．動物実験施設を使うには

動物実験施設を管轄する動物実験分野は、平成15年度より全学の共通利用施設となりました。柳戸
キャンパス医学部生命科学棟に新しくできた動物実験施設も、学内の者ならば、等しく使用すること
ができます。

しかしながら、動物実験施設で実験を行うに
は、あらかじめ決められた手続きを経る必要が
あります。いきなり、動物を持ってこられても
実験はできません。岐阜大学における動物実験
は、国の関連法規、指針に加え、「岐阜大学動
物実験取扱規則」に従わなければなりません。
さらに、各部局に実験取扱規則がある場合はそ
れに従う必要があります。

動物実験施設を使うには、事前に、必ず以下の3つの項目は満たしている必要があります。
①動物実験許可番号の取得：岐阜大学で動物実験を行う場合に必要
②動物実験施設利用者講習会の受講：動物実験施設を利用して実験を行う予定の人に必要
③動物実験施設利用申請書の提出：実際に動物実験施設に動物を搬入する予定の人に必要

1―1．動物実験許可番号の取得
岐阜大学において動物実験を行う際には、以下のような決められた手順を経る必要があります。各

種書類の提出、審査等が必要です。
〔動物実験審査申請書、計画書等の提出から実験開始迄の流れ〕
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一般的な流れは、図の左側となります。各部局の動物実験委員会へ動物実験計画書を提出、審査後、
動物実験許可番号を得る必要があります。委員会では、動物愛護法などに定められた内容に基づき、
実験の適正さが審査されます。

岐阜大学の場合、医学部と応用生物科学部が動物実験計画審査を行える動物実験委員会を持ってお
り、各部局に所属の研究者は、それぞれ該当する委員会へ動物実験計画書を提出します。それ以外の
部局に所属する研究者は、いずれかの委員会へ動物実験計画書を提出して頂き、動物実験許可番号を
得ることになります。

また、遺伝子組み換え動物や、病原体の動物への接種実験（感染動物実験）を行うことを予定して
いる研究者は、岐阜大学の組換え DNA 安全委員会や病原体等安全管理員会へ関連書類の事前の提出
が必要になります。こちらの委員会では、カルタヘナ法（遺伝子組換え生物法）や感染症予防法など、
関連法規に基づいた審査が行われます。

1―2．動物実験施設利用者講習会の受講
動物実験を行う場合に、各部局主催の動物実験従事者講習会を受ける必要があります。さらに、動

物実験を生命科学総合研究支援センターの動物実験施設を使って行う場合には、事前に施設の利用ガ
イダンスにあたる講習会を受講する必要があります。講習会には、使用する飼育実験室に応じて、「動
物実験施設利用者講習会」「動物実験施設 SPF 動物エリア利用者講習会」「動物実験施設感染実験エ
リア利用者講習会」の三つが用意されています。

このうち、「動物実験施設利用者講習会」は全員必修です。さらに必要に応じて、「動物実験施設 SPF
動物エリア利用者講習会」「動物実験施設感染実験エリア利用者講習会」を受講することになります。

これらの講習会を受講することにより、動物実験施設の利用が可能となると同時に、入館証（IC
カード）の発行申請が行えるようになります。
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1―3．動物実験施設利用申請書の提出
1―1のプロセスを経て実験許可番号を交付されると、動物実験が可能となります。動物実験施設

を利用する際には、この実験許可番号を記入した動物実験施設利用申請書を提出してもらいます。
動物実験施設利用申請書は、生命科学総合研究支援センター動物実験分野ホームページ（http://

www1.gifu-u.ac.jp/～lsrc/dae/）より、PDF ファイルの形でダウンロードが可能ですので、ご利用下
さい。

2．動物実験施設使用心得
この使用心得は、岐阜大学動物実験取扱規程（以下「規程」という。）に則り、各部局で審査了承

された動物実験を生命科学総合研究支援センター動物実験分野動物実験施設（以下「動物実験施設」
という。）において行う場合の具体的事項を定めるものである。実験実施者、実験実施補助者（以下
「実験実施者」という。）及び生命科学総合研究支援センター職員（以下「センター職員」という。）
は、適正な動物実験ができるようにするとともに、施設の円滑な管理・運営を図り、併せて実験実施
者相互の便宜のために、実験実施者は動物実験の計画立案の段階から規程及びこの使用心得を遵守し
なければならない。

1 動物実験施設の使用者
1）動物実験施設を使用できる者は、岐阜大学の教職員ならびに学生、その他動物実験分野長が使用

を認めた者（以下「使用者」という。）で予め動物実験施設の施設利用講習会を受講し登録した
者とする。

2 講習会
1）すべての施設利用者は、事前に「動物実験施設利用者講習会」を受講しなければならない。これ

により、3階中動物エリア、4階小動物エリアの利用が可能となる。
3）5階 SPF 動物エリアを使用するものは、2―1）の講習会に加え、事前に「動物実験施設 SPF

動物エリア利用者講習会」を受講しなければならない。
4）3階感染動物実験エリアを使用するものは、2―1）の講習会に加え、事前に「動物実験施設感

染実験エリア利用者講習会」を受講しなければならない。
5）以上の動物実験施設利用者講習会を受講することにより、「医学部生命科学棟利用者カード登録

申請書（様式2）」「動物実験施設利用申請書（様式3）」を申請できる。
6）以上の講習会は、定期的に施設にて開催されている。

3 生命科学棟利用者カード
1）医学部生命科学棟の入退出は、セキュリティのためカードシステムにより制限されている。本施

設利用者に限らず、生命科学棟を利用するものは、生命科学棟利用者カードを必要とする。カー
ドを取得するためには、「医学部生命科学棟利用者カード登録申請書（様式2）」を管理室へ提出
する。

2）生命科学棟利用者カードは、発行申請書を提出することにより実費にて発行される。なお、この
カードにて動物実験施設を利用する場合には、上記「2．講習会」の受講が必要となる。利用者
カードは一人一枚とし、決して貸し借りをしてはならない。

4 使用申込みと使用許可
1）施設において動物実験を実施しようとする者は、原則として使用開始日の1週間前までに、各部

局で承認された「動物実験計画書」の許認可番号および必要事項を記入した「動物実験施設利用
申請書」（様式3）を管理室に提出する。

2）分野長あるいは動物実験管理者により施設の使用許可が与えられた実験実施者は、職員の指示に
従って使用する。
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3）微生物を用いた感染動物実験、あるいは遺伝子を用いた実験及び遺伝子改変動物実験は、学内規
程、関係法規の規制を強く受けるので、必ず遵守する。

4）人体に危険な化学物質等を使用する実験は、事前に生命科学総合実験センター動物実験分野長と
十分に打合せを行った上で申し込む。なお、表1で定める化学物質の使用は本施設ではできない。

5）放射性同位元素（RI）を取り扱う実験は、本施設では実施することができない。学内の RI 施設
にて行うこと。

表1
（1）カドミウム及びその化合物
（2）シアン化合物
（3）有機燐化合物（パラチオン、メチルパラチオン、メチルジメトン及び EPN 等）
（4）鉛及びその化合物
（5）六価クロム化合物
（6）砒素及びその化合物
（7）水銀及びアルキル水銀、その他の水銀化合物
（8）ポリクロリネイテッドビフェニル（別名 PCB）

5 施設への出入り
1）使用者は、生命科学棟利用者カードを必ず携帯し、施設正面玄関（東側2階）から出入りする。
2）施設内では、玄関で備え付けの上履きに履き替え、各エリアの更衣室で専用の実験衣と履き物に

更衣するとともに、消毒液で手指を消毒のうえ、マスク、手袋、帽子を着用して飼育室に入る。
3）3階、4階、5階の動物実験・飼育エリアへの入室は許可された者のみ可能となる。

6 エレベーター等の使用
1）施設の利用者は、北側エレベーターのみ使用する。
2）4、5階エリアの利用者は南側のエレベーターは、使用してはならない。
3）3階エリアの利用者は、動物の搬入、死体運搬にのみ使用することが可能とする。

7 動物の購入
1）この施設では、実験動物として繁殖・生産された動物しか使用できない。
2）希望者は入荷希望日の1週間前までに「動物実験施設利用申請書」（様式3）に必要事項を記入

し、施設へ提出する。おりかえし、施設利用許可の可否が連絡されるので。それを受けて実験実
施者は、購入依頼を業者に行う。購入動物は、直接施設へ搬入することとする。

3）施設で取り扱うことのできる動物は、動物の微生物コントロールの面から次の動物とする。
①日本の動物生産業者から導入するラット、マウスは SPF（specific pathogen free）動物とし、ラッ

トについては年1回以上腎症候性出血熱（HFRS：Hemorrhagic fever with renal syndrome）抗
体検査を実施し、HFRS 陰性の動物とする。

②日本の動物生産業者以外から導入する動物は、導入元の責任において、日本の動物生産業者に準
ずる SPF 動物であり、また、ラットについては HFRS 陰性の動物であることを証明する書類を
提出された動物とする。

③動物生産業者以外からマウス、ラットを導入する場合、国立大学動物実験施設協議会の「実験動
物の授受に関するガイドライン」に基づいた SPF 動物でなくてはならない。

④その他のげっし類については、ラット、マウスに準ずる SPF 動物あるいは外見上異常が認めら
れず、健康状態が良好で、検疫期間中異常が認められなかった動物とする。

⑤ウサギについては、ラット、マウスに準ずる SPF 動物（クリーン／ヘルシー動物）あるいは外
見上異常が認められず、健康状態が良好で、検疫期間中異常が認められなかった動物とする。

⑥イヌ、ブタ、サル類は動物生産業者によって繁殖・生産された動物とし、地方自治体等から譲渡
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された動物は含まない。
⑦その他の動物については、管理室に問い合わせる。

4）特殊な動物、系統、年齢あるいは微生物学的に品質の高い動物については、導入までにかなりの
日数や特別な配慮を必要とする場合があるため、職員と十分な打合せを行ったうえで申し込まね
ばならない。

5）ブリーダーから購入できない遺伝子改変動物、モデル動物など特殊な動物については、職員と打
ち合せたうえで、実験実施者が動物を購入し、導入することができる。

8 動物の搬入・搬出
1）施設に導入された中動物（ウサギ、ブタ、イヌ等）は原則として検疫後に職員が飼育室に移動す

るが、マウス、ラットその他の動物は検疫後職員の指示により実験実施者が決められた飼育室に
移動させる。

2）実験実施者が施設内で繁殖したマウス、ラット等は、4週齢の時点で必要事項を記入した「動物
繁殖数報告書」（様式8）を管理室に提出する。

3）飼育中の動物については飼育カードに必要事項を記載し収容ケージに明示する。
4）施設外に持ち出された動物を再度施設内に持ち込むことは禁止する。
5）施設に搬入した全ての動物の種、系統（又は品種）、導入時の年齢、導入先について記録し管理

室に提出し保存する。
6）実験実施者が施設内で繁殖維持している動物を学外の研究機関等へ分与する時は、事前に「学外

動物搬出届」を管理室に提出する。

9 動物の検疫
1）動物は搬入時に所定の検疫を行う。また、搬入時及び実験中に不適と判定された動物については、

実験実施者は職員と協議のうえしかるべき処置を取らなければならない。実験実施者はその経緯
を記録し管理室に提出する。

2）動物の検疫記録は管理室で保存する。
3）検疫中の動物は原則として実験に使用できない。

10 動物の飼育環境
1）動物の飼育室は温度20～26℃、湿度40～70％に制御する。
2）照明時間は午前8時に点灯、午後8時に消灯するよう制御する。消灯時間帯に入室する場合には、

作業用の電灯を点け、退室時には必ず消灯する。

11 飼育器具・機材
1）通常の飼育に必要なケージ、給餌器、給水ビンおよび床敷等は、職員が洗浄・滅菌して、準備室

に常備する。特に必要な物品（例えば滅菌した実験機材等）がある場合には、予め管理室に連絡
する。

2）施設外に飼育用器具および機材は、持ち出してはならない。持ち出す際は、専用の容器を用意す
るので、それを利用する。実験後は速やかに管理室に連絡し、職員の指示により所定の位置に返
却する。

12 飼料
1）飼料は原則として施設で一括購入し準備室に常備する。
2）特殊な飼料は実験実施者が準備することとする。

13 飼育管理の分担
1）マウス、ラット、ハムスター等の小動物の給餌、給水、ケージ交換、室内清掃は原則として実験
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実施者が行う。ただし受託飼育をしているものはのぞく。
2）イヌ、サル、ウサギ等の中・大動物の給餌、給水、ケージ交換、飼育棚、室内清掃は原則として

職員が行う。
3）感染実験あるいは特殊な実験中の動物の飼育管理は実験実施者で行う。

14 飼育管理の方法
1）マウス、ラット等の小動物の洗浄済み滅菌ケージ類、給水ビン、飼料等は準備室に常備する。
2）床敷使用のケージは週1回、洗浄済み滅菌ケージに交換する。
3）給水ビンによる感染を防止するため、一旦使用した給水ビンを他のケージに使用してはいけな

い。
4）使用した飼育器具および機材類は実験者が所定の位置に運搬する。

15 飼育経費等
1）動物別の飼育経費（床敷代、管理費、空調費、器具損料等を含む。）は表2のとおりとする。

表2 飼育経費
動物種別 飼育経費

（円／ケージ・5匹・日）
マウス． 4階 20

マウス 5階 SPF 30
（円／ケージ・4匹・日）

ラット 4階 56
ラット 5階 SPF 66

（円／ケージ・5匹・日）
受託飼育 マウス． 4階 60

受託飼育 マウス 5階 SPF 70
（円／ケージ・4匹・日）

受託飼育 ラット 4階 96
受託飼育 ラット 5階 SPF 106

（円／ケージ・1匹・日）
ウサギ 100
サル 200
イヌ 200
ブタ 200

（円／1アイソレーション BOX・日）
P2（アイソレーション BOX） 100
P3（アイソレーション BOX） 150

2）ビニールアイソレータを使用する場合の使用経費は、フィルター交換費及び電気料として、100
円／台・日とする。

3）飼育室の一部あるいは前室を実験室として使用する場合の使用経費は、空調費として専有する面
積により算出する。1500円／平米・月

4）動物の死体処理に係わる経費は表3に定める。
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表3 死体処理経費（実費となります）
平成21年度料金

種類 想定重量（g） 単価／匹
マウス 30 19
ラット 300 186

モルモット 500 310
スナネズミ 60 38
ハムスター 150 93

ウサギ 2，000 1，200
イヌ 実費
ブタ 実費
サル 実費

屍体処理経費は619．5円／kg（年度により変更の可能性有り）で計算。ただし、よく使われる齧歯類
に関しては、個体ごとに体重を測定するのが困難なので、想定重量により決めた料金で一律課金。

5）上記の経費は、受益者負担分として受益者には毎月報告し、予算は3ヶ月ごとに電算処理し受益
者講座等から生命科学総合研究センター予算に振替える。

16 実験操作
1）実験実施者は、動物実験を行う際には、表4に示すような点に配慮し、実験動物に無用の苦痛を

与えないよう配慮しなければならない。

表4．倫埋基準による医学生物学実験法に関する分類（Laboratory Animal Science 版）
カテゴリー 処置例および対処法

カテゴリ A
生物個体を用いない実験あるいは植物、細
菌、原虫、又は無脊椎動物を用いた実験

生化学的、植物学的研究、細菌学的研究、微生物学的研究、無脊椎動物を用
いた研究、組織培養、剖検により得られた組織を用いた研究、屠場から得ら
れた組織を用いた研究。発育鶏卵を用いた研究。
無脊椎動物も神経系を持っており、刺激に反応する。従って無脊椎動物も人
道的に扱われなければならない。

カテゴリ B
脊椎動物を用いた研究で、動物に対してほと
んど、あるいはまったく不快感を与えないと
思われる実験操作

実験の目的のために動物をつかんで保定すること。あまり有害でない物質を
注射したり、あるいは採血したりするような簡単な処置。動物の体を検査す
ること。深麻酔により意識を回復することのない動物を用いた実験。短時間
（2～3時間）の絶食絶水。急速に意識を消失させる標準的な安楽死法。例
えば、大量の麻酔薬の投与や軽く麻酔をかけるなどして鎮静させた動物を断
首することなど。

カテゴリ C
脊椎動物を用いた実験で、動物に対して軽微
なストレスあるいは痛み（短時間持続する痛
み）を伴う実験。

麻酔下で血管を露出させ、カテーテルを長時間挿入すること。行動学的実験
において、意識ある動物に対して短時間ストレスを伴う保定（拘束）を行う
こと。フロイントのアジュバントを用いた免疫。苦痛を伴うが、それから逃
れられる刺激。麻酔下における外科的処置で、処置後も多少の不快感を伴う
もの。
カテゴリ C の処置は、ストレスや痛みの程度、持続時間によっていろいろ
な配慮が必要になる。

カテゴリ D
脊椎動物を用いた実験で、避けることのでき
ない重度のストレスや痛みを伴う実験。

行動学的実験において故意にストレスを加えること。麻酔下における外科的
処置で、処置後に著しい不快感を伴うもの。苦痛を伴う解剖学的あるいは生
理学的処置。苦痛を伴う刺激を与える実験で、動物がその刺激から逃れられ
ない場合。長時間（数時間あるいはそれ以上）にわたって動物の身体を保定
（拘束）すること。攻撃的な行動をとらせ、自分自身あるいは同種他個体を
損傷させること。麻酔薬を使用しないで痛みを与えること。例えば、毒性試
験において、動物が耐えることのできる最大の痛みに近い痛みを与えるこ
と。つまり動物が激しい苦悶の表情を示す場合。放射線障害をひきおこすこ
と。ある種の注射、ストレスやショックの研究など。
カテゴリ D に属する実験を行う場合には、研究者は、動物に対する苦痛を
最小限のものにするために、あるいは苦痛を排除するために、別の方法がな
いか検討する責任がある。
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カテゴリ E
麻酔していない意識のある動物を用いて、動
物が耐えることのできる最大の痛み、あるい
はそれ以上の痛みを与えるような処置。

手術する際に麻酔薬を使わず、単に動物を動かなくすることを目的として筋
弛緩薬あるいは麻痺性薬剤、例えばサクシニルコリンあるいはその他のク
ラーレ様作用を持つ薬剤を使うこと。麻酔していない動物に重度の火傷や外
傷をひきおこすこと。精神病のような行動をおこさせること。家庭用の電子
レンジあるいはストリキニーネを用いて殺すこと。避けることのできない重
度のストレスを与えること。ストレスを与えて殺すこと。
カテゴリ E の実験は、それによって得られる結果が重要なものであっても、
決して行ってはならない。
カテゴリ E に属する大部分の処置は、国の法律によって禁止されており、
したがって、これを行った場合は、国からの研究費は没収され、そして（ま
たは）その研究施設の農務省への登録は取り消されることがある。

Laboratory Animal Science. Special Issue:11-13,1987による
2）実験実施者は、動物実験を終了し、又は中断した実験動物を処分する場合には、表5に示すよう

な方法により、実験動物にできる限り苦痛を与えない方法で行い、その死を確認しなければなら
ない。

表5 動物に苦痛を与えない方法（安楽死の方法）

動物種 バルビツレイト
静脈注射 炭酸ガス吸入 頸椎脱臼 頭蓋打撲 断首 煮沸

マウス ＋ ＊1 ＋ ＋ ＋
ラット ＋ ＊1 ＋ ＋ ＋ ＋

モルモット ＋ ＊2 ＋ ＋
小型齧歯類 ＋ ＊1 ＋ ＋ ＋ ＋

ウサギ ＋ ＊2 ＋ ＋
ネコ ＋ ＋
イヌ ＋ ＋

サル類 ＋ ＋
トリ類 ＋ ＊2 ＋ ＋
家畜類 ＋ ＋ ＋

下等脊椎動物 ＋ ＋ ＋
無脊椎動物 ＋

注 ＊1：腹腔内でもよい。＊2：心臓内でもよい。

17 死体の処理
1）実験実施者は、動物実験により開胸・開腹した小動物以外の実験動物は、縫合・整復する。
2）実験実施者は、実験動物の死体を各階に常備したビニール袋等に入れて、指定された貯蔵所まで

移動し、保存する。
3）実験動物の保存屍体は、屍体処分業者に依託する。

18 汚物・塵埃の処理
1）実験実施者は、実験・処置等によって生じた汚物・塵埃を処置室に設置された所定の容器に廃棄

区分に従い処理する。
2）注射針およびガラス器具類の処理は、事故防止のため一般塵埃に絶対に混入してはいけない。
3）所定の容器内に処理された汚物・塵埃は職員が最終処理する。

19 実験室等（実験室、前室、手術室）の使用
1）実験室等の使用を希望するときは、月末までに翌月の使用予定を「動物実験施設実験室使用願」

（様式4―1、4―2）に記入のうえ管理室に申し込む。
2）実験実施者は、実験室等での準備、実験補助を行い、職員の指導により清掃、整理整頓を行う。
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3）手術器具等の滅菌を必要とする実験実施者は、管理室に連絡し高圧蒸気・ガス滅菌のいずれかを
記入した用紙とともに手術器具等を使用予定の2日前までに所定の場所に置く。職員は、滅菌後
の手術器具等を使用予定日までに所定の場所に準備する。

4）小動物の処置（採血・外科手術・解剖等）は原則として実験室で行うものとする。
5）実験室等の使用経費ならびに貸し出し経費は表6に定める。

表6
4F～3F 実験室（貸し出し）
（32平米：330、405、406、407、408、409）
（16平米：402）

平米単価1500円／月で計算。
一部屋32平米あるので、48000円／月

4F 実験室机（貸し出し） 10000円～11000円／月・1机
3F 手術室 2000円／一日・一部屋

20 実験室等（実験室、前室、手術室）への機器類の持ち込み
1）実験実施者が実験室等へ機器類は必要最小限のものとし、事前に「備品搬入届出書」を管理室に

提出する。
2）実験実施者は、持ち込む器具類は備え付けの消毒用アルコール（消毒薬）で噴霧消毒する。
3）実験室等への機器類の持ち込み、維持管理、搬出は実験実施者の責任において行う。なお、搬出

は動物実験終了後速やかに行う。
4）手術室等の医療配管に接続するガスボンベの管理は職員が行う。

21 実験器具・機材の貸与
1）動物実験に使用する器具、機材のうち施設が所有するものは貸与する。
2）施設が所有しない物品や特殊な器具、機材類は実験実施者が準備する。

22 時間外の使用
1）時間外とは、平日の午前9時から17時を除く時間、土曜日、日曜日、「国民の祝日に関する法律

に規定する休日」および12月28日から翌年1月4日までとする。
2）施設の出入りは入退館システムにより管理されているため、登録者以外の使用はできない。施設

の出入りは、実験実施者の生命科学棟利用者カードによって行う。
3）時間外に使用するときは、使用後の室内の消灯、火気の始末の確認を十分に行う。

23 事故発生時の対応
不慮の事故が発生した場合は、ただちに管理室及び関係者に連絡し適切な措置を講じる。実験実施

者は事後にその報告書を作成しなければならない。時間外の緊急連絡先は表7のとおりである。

表7

平常時、緊急時 生命科学総合研究支援センター
動物実験分野管理室

内線6608
058―230―6608

時間外、緊急時
中央監視（24時間） 内線7026

058―230―7026

防災センター（24時間） 内線7098
058―230―7098

24 施設内電話及び呼び出し方法
1）施設内の電話は表8のとおりである。（ダイヤルイン）以外の電話は、学外へつながらない。
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表8

医学部生命科学棟
2階

管理室（ダイヤルイン） 6608
教員室（ダイヤルイン） 6609

外着用更衣室 8911
研究室 8912

セミナー室 8909

医学部生命科学棟
3階

実験室31（共通実験室） 8913
P2実験室 8916
洗浄滅菌室 8917
P3実験室 8918
検疫室 8920

臨床検査室 8921
手術準備室 8922
飼育室3G 8923

医学部生命科学棟
4階

実験室41 8924
実験室42（貸出実験室） 8926
実験室43（貸出実験室） 8927

飼料貯蔵室（洗浄準備室） 8928
実験室44（実験机貸出室） 8929

実験室45 8930
実験室46（共通実験室） 8931

実験室47（実験机貸出室） 8932

医学部生命科学棟
5階

実験室51（セミ SPF 共通実験室） 8933
SPF 飼料室 8934

SPF 実験室（共通実験室） 8935
洗浄滅菌室（ダーティサイド） 8936
洗浄滅菌室（クリーンサイド） 8935

25 使用の制限又は禁止
使用心得を遵守せず、他に著しく迷惑を及ぼした場合や岐阜大学動物実験取扱規程から逸脱するよ

うな実験を行った場合には、施設使用の制限又は禁止の措置を講じることがある。

26 動物実験専門部会
生命科学総合研究支援センター運営委員会規則第8条の規定により、施設の運営に係る特定事項を

審議するため、動物実験施設専門部会を置くことができる。



―81―

3．岐阜大学動物実験取扱規程
平成20年3月11日
規程第28号

（趣旨）
第1条 この規程は、岐阜大学（以下「本学」という。）における動物実験等を適正に行うため、動
物実験委員会の設置、動物実験計画の承認手続き等必要な事項を定めるものとする。
2 動物実験等については、「動物の愛護及び管理に関する法律（昭和48年法律第105号）」（以下「法」
という）、「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準（平成18年環境省告示第88号）」（以
下「飼養保管基準」という）、文部科学省が策定した「研究機関等における動物実験等の実施に関す
る基本指針（平成18年6月）」（以下「基本指針」という）、内閣府告示の「動物の処分方法に関する
指針」、その他の法令等に定めがあるもののほか、この規程の定めるところによるものとする。
3 動物実験等の実施に当たっては、法及び飼養保管基準に即し、動物実験等の原則である代替法の
利用（科学上の利用の目的を達することができる範囲において、できる限り動物を供する方法に代わ
り得るものを利用することをいう。）、使用数の削減（科学上の利用の目的を達することができる範囲
において、できる限りその利用に供される動物の数を少なくすること等により実験動物を適切に利用
することに配慮することをいう。）及び苦痛の軽減（科学上の利用に必要な限度において、できる限
り動物に苦痛を与えない方法によってしなければならないことをいう。）の3R（Replacement、Reduc-
tion、Refinement）に基づき、適正に実施しなければならない。
（定義）
第2条 この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによ
る。
一 「部局」とは、各学部、医学系研究科、連合農学研究科、連合獣医学研究科、連合創薬医療情報
研究科、流域圏科学研究センター、産官学融合本部、生命科学総合研究支援センター、人獣感染防御
研究センター、先端創薬研究センター及び医学部附属病院をいう。
二 「部局長」とは、前号に規定する部局の長をいう。
三 「動物実験等」とは、次号に規定する実験動物を教育、試験研究又は生物学的製剤の製造の用そ
の他の科学上の利用に供することをいう。
四 「実験動物」とは、実験等の利用に供するため、実験施設等で飼養し、又は保管している哺乳類、
鳥類又は爬虫類に属する動物（実験施設等に導入するために輸送中のものを含む）をいう。
五 「実験施設」とは、実験動物の飼育若しくは保管又は動物実験を行う施設をいう。
六 「飼養保管施設」とは、実験動物を恒常的に飼養若しくは保管又は動物実験等を行う施設・設備
をいう。
七 「実験室」とは、実験動物に実験操作（48時間以内の一時的保管を含む）を行う動物実験室をい
う。
八 「動物実験計画」とは、動物実験等の実施に関する計画をいう。
九 「管理者」とは、学長の命を受け、実験動物及び実験施設等を管理する部局長をいう。
十 「実験動物管理者」とは、部局長を補佐し、実験動物に関する知識及び経験を有する実験動物の
管理を担当する者をいう。
十一 「動物実験実施者」とは、動物実験等を実施する者をいう。
十二 「動物実験責任者」とは、動物実験実施者のうち、動物実験等の実施に関する業務を統括する
者をいう。
十三 「飼養担当者」とは、実験動物管理者又は動物実験実施者の下で実験動物の飼養又は保管に従
事する者をいう。
十四 「管理者等」とは、学長、管理者、実験動物管理者、動物実験実施者及び飼養者をいう。
十六 「指針等」とは、動物実験等に関して行政機関の定める基本指針及びガイドラインをいう。
（適用範囲）
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第3条 この規程は、本学において実施される哺乳類、鳥類、爬虫類の生体を用いる全ての動物実験
等に適用する。
2 動物実験責任者は、動物実験等の実施を本学以外の機関に委託等する場合、委託先においても、
基本指針又は他省庁の定める動物実験等に関する基本指針に基づき、動物実験等が実施されることを
確認するものとする。
（学長の責務）
第4条 学長は、本学における動物実験に関する業務を総括する。
2 動物実験計画の承認、実施状況及び結果の把握、飼養保管施設及び実験室の承認、教育訓練、自
己点検、評価、情報公開、その他動物実験等に関する業務は、学長の委任により第5条に定める動物
実験委員会が行う。
（動物実験委員会）
第5条 動物実験委員会（以下「委員会」という。）は、次の各号に掲げる事項を審議又は調査し、
学長に報告又は助言を行う。
一 動物実験計画が指針等及び本規程に適合していることの審議
二 動物実験計画の実施状況及び結果に関すること
三 施設等及び実験動物の飼育保管状況に関すること
四 動物実験及び実験動物の適正な取り扱い並びに関係法令等に関する教育訓練の内容又は体制に関
すること
五 自己点検・評価に関すること
六 その他、動物実験等の適正な実施のための必要事項に関すること
（組織）
第6条 委員会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。
一 医学系研究科及び応用生物科学部から選出された教育系職員（実験動物又は動物実験に関する知
識を有する者に限る。）各1人
二 教育学部及び地域科学部から選出された教育系職員（人文・社会科学系を専攻する教育職員に限
る。）各1人
三 工学部から選出された教育系職員 1人
四 動物実験を実施している各部局（研究施設及び共同教育研究支援施設を含む。）の動物実験に携
わる教育系職員のうちから選出された者各 1人
五 学術情報部長
六 その他委員会が必要と認める者
2 前項第1号から第4号まで及び第6号に規定する委員は、学長が委嘱する。
（任期）
第7条 前条第1項第1号から第4号まで及び第6号に規定する委員の任期は2年とし、再任を妨げ
ない。ただし、委員に欠員が生じたときの補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。
（委員長）
第8条 委員会に委員長を置く。
2 委員長は、委員の互選による。
3 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。
4 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。
（会議）
第9条 委員会は、委員の3分の2以上の出席をもって成立する。
2 議事は、出席委員の過半数の同意をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
3 委員は、自らが動物実験責任者となる動物実験計画の審議に加わることはできない。
（守秘義務）
第10条 委員は、動物実験計画に関して知り得た情報を第3者に漏えいしてはならない。
（委員以外の者の出席）
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第11条 委員会が必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求めて、その意見を聴くことができる。
（審査委員会）
第12条 委員会に専門的事項を審議するため、次の各号に掲げる審査委員会を置く。
一 医学系研究科動物実験審査委員会
二 応用生物科学部動物実験審査委員会
2 委員会は、その定めるところにより、審査委員会の議決をもって委員会の議決とすることができ
る。
3 審査委員会に関し必要な事項は、委員会が別に定める。
（庶務）
第13条 委員会の庶務は、学術情報部国際・研究支援課において処理する。
（実験動物管理者）
第14条 動物実験を行う部局に、実験動物管理者を少なくとも1人置くものとする。
2 実験動物管理者は、実験動物に関する知識及び経験を有する者のうちから、当該部局長が任命す
る。
3 実験動物管理者は、部局長を補佐し、実験動物及び実験施設の管理を行う。
（動物実験計画の承認）
第15条 動物実験責任者は、動物実験等により取得されるデータの信頼性を確保する観点から、次に
掲げる事項を踏まえて動物実験計画を立案し、所定の動物実験計画書を学長に提出しなければならな
い。また、当該計画に変更・追加のある場合は動物実験計画（変更・追加）承認申請書を提出すると
する。
一 研究の目的、意義及び必要性
二 代替法を考慮して、実験動物を適切に利用すること。
三 実験動物の使用数削減のため、動物実験等の目的に適した実験動物種の選定、動物実験成績の精
度と再現性を左右する実験動物の数、遺伝学的及び微生物学的品質並びに飼養条件を考慮すること。
四 苦痛の軽減により動物実験等を適切に行うこと。
五 苦痛度の高い動物実験等、例えば、致死的な毒性試験、感染実験、放射線照射実験等を行う場合
は、動物実験等を計画する段階で人道的エンドポイント（実験動物を激しい苦痛から解放するための
実験を打ち切るタイミング）の設定を検討すること。
2 学長は、動物実験責任者から動物実験計画書の提出を受けたときは、委員会に審査を付議し、そ
の結果を当該動物実験責任者に通知する。
3 動物実験責任者は、動物実験計画について学長の承認を得た後でなければ、実験を行うことがで
きない。
（動物実験の実施）
第16条 動物実験実施者は、動物実験等の実施に当たって、法、飼養保管基準、指針等に即するとと
もに、特に以下の事項を遵守しなければならない。
一 適切に維持管理された施設等において動物実験等を行うこと。
二 動物実験計画書に記載された事項及び次に掲げる事項を遵守すること。
イ 適切な麻酔薬、鎮痛薬等の利用
ロ 実験の終了の時期（人道的エンドポイントを含む）の配慮
ハ 適切な術後管理
ニ 適切な安楽死の選択
三 安全管理に注意を払うべき実験（物理的、化学的に危険な材料、病原体、遺伝子組換え動物等を
用いる実験）については、関係法令等及び本学における関連する規程等に従うこと。
四 物理的、化学的に危険な材料又は病原体等を扱う動物実験等について、安全のための適切な施設
や設備を確保すること。
五 実験実施に先立ち必要な実験手技等の習得に努めること。
六 侵襲性の高い大規模な存命手術に当たっては、経験等を有する者の指導下で行うこと。
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2 動物実験責任者は、動物実験計画を実施した後、所定の様式により、使用動物数、計画からの変
更の有無、成果等について学長に報告しなければならない。
（飼養保管施設の設置）
第17条 飼養保管施設を設置（変更を含む）する場合は、管理者が所定の「飼養保管施設設置承認申
請書」を提出し、学長の承認を得るものとする。
2 飼養保管施設の管理者は、学長の承認を得た飼養保管施設でなければ、当該飼養保管施設での飼
養若しくは保管又は動物実験等を行うことができない。
3 学長は、申請された飼養保管施設を委員会に調査させ、その助言により、承認または非承認を決
定する。
（飼養保管施設の要件）
第18条 飼養保管施設は、以下の要件を満たさなければならない。
一 適切な温度、湿度、換気、明るさ等を保つことができる構造等であること
二 動物種や飼養保管数等に応じた飼育設備を有すること
三 床や内壁などが清掃、消毒等が容易な構造で、器材の洗浄や消毒等を行う衛生設備を有すること
四 実験動物が逸走しない構造及び強度を有すること
五 臭気、騒音、廃棄物等による周辺環境への悪影響を防止する措置がとられていること
六 実験動物管理者がおかれていること
（実験室の設置）
第19条 飼養保管施設以外において、実験室を設置（変更を含む）する場合、管理者が所定の「実験
室設置承認申請書」を提出し、学長の承認を得なければならない。
2 学長は、申請された実験室を委員会に調査させ、その助言により、承認または非承認を決定する。
3 実験室の管理者は、学長の承認を得た実験室でなければ、当該実験室での動物実験等（48時間以
内の一時的保管を含む）を行うことができない。
（実験室の要件）
第20条 実験室は、以下の要件を満たさなければならない。
一 実験動物が逸走しない構造及び強度を有し、実験動物が室内で逸走しても捕獲しやすい環境が維
持されていること
二 排泄物や血液等による汚染に対して清掃や消毒が容易な構造であること
三 常に清潔な状態を保ち、臭気、騒音、廃棄物等による周辺環境への悪影響を防止する措置がとら
れていること。
（管理者の責務）
第21条 管理者は、実験動物の適正な管理並びに動物実験等の遂行に必要な施設等の維持管理及び改
善に努めなければならない。
（施設等の廃止）
第22条 施設等を廃止する場合は、管理者が所定の「施設等廃止届」を学長に届け出なければならな
い。
2 管理者は、必要に応じて、動物実験責任者と協力し、飼養保管中の実験動物を他の飼養保管施設
に譲り渡すよう努めなければならない。
第23条 管理者及び実験動物管理者は、飼養保管のマニュアルを定め、動物実験実施者及び飼養者に
周知しなければならない。
（実験動物の健康及び安全の保持）
第24条 実験動物管理者、動物実験実施者、飼養者は、飼養保管基準を遵守し、実験動物の健康及び
安全の保持に努めなければならない。
（実験動物の導入）
第25条 管理者は、実験動物の導入に当たり、関連法令や指針等に基づき適正に管理されている機関
より導入しなければならない。
2 実験動物管理者は、実験動物の導入に当たり、適切な検疫、隔離飼育等を行うものとする。
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3 実験動物管理者は、実験動物の飼養環境への順化・順応を図るための必要な措置を講じるものと
する。
（実験動物の飼育・管理）
第26条 実験動物管理者、動物実験実施者及び飼養者は、実験動物の生理、生態、習性等に応じて、
適切に給餌・給水を行わなければならない。
第27条 実験動物管理者、動物実験実施者及び飼養者は、実験目的以外の傷害や疾病を予防するため、
実験動物に必要な健康管理に配慮しなければならない。
2 実験動物管理者、動物実験実施者及び飼養者は、実験目的以外の傷害や疾病にかかった場合、実
験動物に適切な治療等を行わなければならない。
第28条 実験動物管理者、動物実験実施者及び飼養者は、異種又は複数の実験動物を同一施設内で飼
養、保管する場合、その組み合わせを考慮し、収容しなければならない。
第29条 管理者等は、実験動物の入手先、飼育履歴、病歴等に関する記録を作成し、保存しなければ
ならない。
2 管理者は、年度ごとに飼養保管した実験動物の種類と数等について、委員会に報告しなければな
らない。
（実験動物の譲渡）
第30条 管理者等は、実験動物の譲渡に当たり、その特性、飼養保管の方法、感染性疾病等に関する
情報を提供すること。
第31条 管理者等は、実験動物の輸送に当たり、飼養保管基準を遵守し、実験動物の健康及び安全の
確保、人への危害防止に努めること。
（危害防止）
第32条 管理者は、逸走した実験動物の捕獲の方法等を定めなければならない。
2 管理者は、人に危害を加える等の恐れのある実験動物が施設等外に逸走した場合には、速やかに
学術情報部へ連絡すること。
3 管理者は、実験動物管理者、動物実験実施者及び飼養者が、実験動物由来の感染症及び実験動物
による咬傷等に対して、予防及び発生時の必要な措置を講じること。
4 管理者は、毒へび等の有毒動物の飼養又は保管をする場合は、人への危害の発生の防止のため、
飼養保管基準に基づき必要な事項を別途定めること。
5 管理者は、実験動物の飼養や動物実験等の実施に関係のない者が実験動物等に接触しないよう、
必要な措置を講じること。
（緊急時の対応）
第33条 管理者は、地震、火災等の緊急時に執るべき措置の計画をあらかじめ作成し、関係者に対し
て周知を図ること。
2 管理者は、緊急事態発生時において、実験動物の保護、実験動物の逸走による危害防止に努める
こと。
（教育訓練）
第34条 実験動物管理者、動物実験実施者及び飼養者は、以下の事項に関して、動物実験委員会が実
施する教育訓練を受けなければならない。
一 関連法令、指針等
二 動物実験等の方法
三 実験動物の飼養保管方法
四 安全確保、安全管理に関する事項
五 その他、適切な動物実験等の実施に関する事項
2 教育訓練の実施日、教育内容、講師及び受講者名は、学術情報部が記録し保存する。
（自己点検）
第35条 委員会は、基本指針への適合性に関し、自己点検・評価を行わなければならない。
2 委員会は、動物実験等の実施状況等に関する自己点検・評価を行い、その結果を学長に報告しな
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ければならない。
3 委員会は、管理者、動物実験実施者、動物実験責任者、実験動物管理者並びに飼養者等に、自己
点検・評価のための資料を提出させることができる。
4 学長は、自己点検・評価の結果について、学外の者による検証を受けるよう努めるものとする。
（情報の公開）
第36条 本学における、動物実験等に関する情報（動物実験等に関する規程、実験動物の飼養保管状
況、自己点検・評価、検証の結果等の公開方法等）を毎年1回程度公表する。
（準用）
第37条 第2条第5号に定める実験動物以外の動物を使用する動物実験等については、飼養保管基準
の趣旨に沿って行なうよう努めること。
（適用除外）
第38条 畜産に関する飼養管理の教育若しくは試験研究又は畜産に関する育種改良を目的とした実験
動物（一般に、産業用家畜と見なされる動物種に限る）の飼養又は保管、及び生態の観察を行うこと
を目的とした実験動物の飼養又は保管については、本規程を適用しない。
（雑則）
第39条 この規程に定めるもののほか、動物実験に関し必要な事項は、別に定める。

附則
1 この規程は、平成20年3月11日から施行する。
2 岐阜大学動物実験規程（平成19年規程第57号）及び岐阜大学動物実験委員会細則（平成19年細則
第55号）は、廃止する。
附則
この規程は、平成21年5月1日から施行する。
附則
この規程は、平成22年4月1日から施行する。
附則
この規程は、平成23年4月1日から施行する。
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◆活動報告
【利用状況】
1．動物実験施設利用者状況
（利用者数）

年間延べ利用者数 登録利用者数
5階 SPF 小動物区画 2，845 213

4階小動物区画 9，272 365
3階中動物区画 3，268 365

3階 P2感染実験室 637 84
3階 P3感染実験室 436 16

総計 16，458 365

※年間延べ利用者数：入退出カードシステムにてカウントした入退出者数（施設管理・維持スタッフ
入退出数は除いてある）

※登録利用者数：入退出カードの発行数。複数の区画の入退出が可能な利用者がいるため、総計は発
行カード数

（登録利用者数内訳）
部局 登録利用者数 登録グループ数

医学部・病院 270 36
応用生物科学部 45 10

教育学部 4 1
大学院連合創薬医療情報研究科 16 5
生命科学総合研究支援センター 12 3

岐阜薬科大学 18 5
総計 365 60

※登録利用者数：入退出カードの発行数
※登録グループ数：研究室単位の数

2．実験動物飼育状況
年間延べ飼育頭数 総使用数

げっ歯目
マウス 3，231，818 18，663
ラット 122，247 2，052

重歯目 ウサギ 6，521 142
食肉目 実験用イヌ 1，464 0
霊長類 ニホンザル 366 0
食虫目 スンクス 13，950 35
偶蹄目 ブタ 20 4

※年間延べ飼育頭数：飼育頭数総数を日割りで延べ算出したもの
※総使用数：実験が平成23年度中に終了した個体数

3．動物実験施設見学者
（平成23年度）
・2011／8／5 東京農工大学 計3名
・2011／11／2 名古屋市立大学 計1名
・2011／11／2 バイオリサーチセンター 計1名
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渡邉邦友生命科学研究支援センター長による慰霊の辞

・2011／12／1 三基商事株式会社 計2名
・2011／12／15 名古屋大学 計6名
・2012／2／28 国会議員ほか 計2名
・2012／3／28 愛知県心身障害者コロニー発達障害研究所 計3名
※岐阜大学外からの動物実験施設設備等の見学者

4．行事・催事
・平成23年9月26日：実験動物慰霊祭

生命科学総合研究支援センター主催

【講習会・講演会など】
1．利用者講習会
�第1回利用者講習会：2011／4／25

・15：00～16：00：動物実験施設利用者講習会
・16：00～17：00：動物実験施設 SPF エリア利用者講習会
・17：00～18：00：動物実験施設感染実験エリア利用者講習会
�第2回利用者講習会：2011／6／24

・15：00～16：00：動物実験施設利用者講習会
・16：00～17：00：動物実験施設 SPF エリア利用者講習会
・17：00～18：00：動物実験施設感染実験エリア利用者講習会
�第3回利用者講習会：2011／9／1

・15：00～16：00：動物実験施設利用者講習会
・16：00～17：00：動物実験施設 SPF エリア利用者講習会
・17：00～18：00：動物実験施設感染実験エリア利用者講習会
�第4回利用者講習会：2011／10／28

・15：00～16：00：動物実験施設利用者講習会
・16：00～17：00：動物実験施設 SPF エリア利用者講習会
・17：00～18：00：動物実験施設感染実験エリア利用者講習会
�第5回利用者講習会：2011／12／19

・15：00～16：00：動物実験施設利用者講習会
・16：00～17：00：動物実験施設 SPF エリア利用者講習会
・17：00～18：00：動物実験施設感染実験エリア利用者講習会
�第6回利用者講習会：2012／2／28

・15：00～16：00：動物実験施設利用者講習会
・16：00～17：00：動物実験施設 SPF エリア利用者講習会
・17：00～18：00：動物実験施設感染実験エリア利用者講習会

【業績論文集】
1．動物実験施設利用者論文（2011年発表分）（順不同）
（略語）医：大学院医学研究科、応：応用生物科学部、病：岐阜大学病院、創薬：大学院連合創薬医
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療情報研究科、生命：生命科学総合研究支援センター

［医：寄生虫学］
（1）Wu Z, Boonmars T, Boonjaraspinyo S, Nagano I, Pinlaor S, Puapairoj A, Yongvanit P, Takahashi

Y. Candidate genes involving in tumorigenesis of cholangiocarcinoma induced by Opisthorchis
viverrini infection. Parasitol Res109:657―73,2011

（2）Nagano I, Wu Z, Asano K, Takahashi Y. Molecular cloning and characterization of transgelin-
like proteins mainly transcribed in newborn larvae of Trichinella spp. Vet Parasitol.178:134―42,
2011.

（3）Boonmars T, Wu Z, Boonjaruspinyo S, Puapairoj A, Kaewsamut B, Nagano I, Pinlaor S,
Yongvanit P, Wonkchalee O, Juasook A, Sudsarn P, Srisawangwong T. Involvement of c-Ski On-
coprotein in Carcinogenesis of Cholangiocacinoma Induced by Opisthorchis viverrini and N-
nitrosodimethylamine. Pathol Oncol Res17:219―27,2011

（4）Boonjaraspinyo S, Boonmars T, Aromdee C, Puapairoj A, Wu Z. Indirect effect of a turmeric
diet: enhanced bile duct proliferation in Syrian hamsters with a combination of partial obstruc-
tion by Opisthorchis viverrini infection and inflammation by N-nitrosodimethylamine admini-
stration. Parasitol Res108: 7―14,2011

（5）Wonkchalee O, Boonmars T, Kaewkes S, Chamgramol Y, Pairojkul C, Wu Z, Juasook A, Sud-
sarn P, Boonjaraspinyo S. Opisthorchis viverrini infection causes liver and biliary cirrhosis in
gerbils. Parasitol Res109:545―51,2011

（6）Tantrawatpan C, Intapan PM, Thanchomnang T, Lulitanond V, Boonmars T, Wu Z, Morakote
N, Maleewong W. Differential detection of Trichinella papuae, T. spiralis and T. pseudospiralis
by real-time fluorescence resonance energy transfer PCR and melting curve analysis. Vet Para-
sitol.2011, in press

（7）Wonkchalee O, Boonmars T, Kaewkes S, Chamgramol Y, Aromdee C, Wu Z, Juasook A, Sud-
sarn P, Boonjaraspinyo S, Pairojkul C. Comparative studies on animal models for Opisthorchis
viverrini infection: host interaction through susceptibility and pathology. Parasitol Res. In press,
2011

（8）Juasook A, Boonmars T, Kaewkes S, Loilome W, Veteewuthacharn K, Wu Z, Yongvanit P. Anti-
inflammatory effect of prednisolone on the growth of human liver fluke in experimental
opisthorchiasis. Parasitol Res. In press,2011

［医：高次神経形態学］
（9）Direct projections from the central amygdaloid nucleus to the mesencephalic trigeminal nu-

cleus in rats. Masayoshi Shirasu, Takeshi Takahashi, Toshiharu Yamamoto, Kazuo Itoh, Sadao
Sato, Hiroyuki Nakamura. Brain Research,1400（1）,19―30,2011.

［医：高度先進外科］
（10）Effects of omentopexy combined with granulocyte colony-stimulating factor in a rabbit heart

model. Narihiro Ishida, Hisashi Iwata, Katsuya Shimabukuro, Eiji Murakami, Shinsuke Matsu-
moto, Hideaki Manabe, Hirofumi Takemura. Eur J Cardiothorac Surg39（3）:375―3802011

［医：細胞情報学］
（11）Ikegame Y, Yamashita K, Hayashi S, Mizuno H, Tawada M, You F, Yamada K, Tanaka Y,

Egashira Y, Nakashima S, Yoshimura S, Iwama T. Comparison of mesenchymal stem cells from
adipose tissue and bone marrow for ischemic stroke therapy. Ikegame Y, Yamashita K, Hay-
ashi S, Mizuno H, Tawada M, You F, Yamada K, Tanaka Y, Egashira Y, Nakashima S,
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Yoshimura S, Iwama T. Cytotherapy.13（6）,675―685,2011.

［医：腫瘍病理］
（12）Genetic ablation of a candidate tumor suppressor gene, Rest, does not promote mouse colon car-

cinogenesis, Hatano Y, Yamada Y, Hata K, Phutthaphadoong S, Aoki H, Hara A., Cancer Sci.
102:1659―1664,2011

（13）C57BL/KsJ-db/db-ApcMin/+ mice exhibit an increased incidence of intestinal neoplasms, Hata
K, Kubota M, Shimizu M, Moriwaki H, Kuno T, Tanaka T, Hara A, Hirose Y., Int J Mol Sci12:
8133―8145,2011

［医：循環病態学］
（14）Kawamura I, Takemura G, Tsujimoto A, Watanabe T, Kanamori H, Esaki M, Kobayashi H,

Takeyama T, Kawaguchi T, Goto K, Maruyama R, Fujiwara T, Fujiwara H, Tabata Y, Mina-
toguchi S. Treatment of leg ischemia with biodegradable gelatin hydrogel microspheres incor-
porating granulocyte colony-stimulating factor. J Cardiovasc Pharmacol.2011;57（4）:416―423.

（15）Iwasa M, Yamada Y, Kobayashi H, Yasuda S, Kawamura I, Sumi S, Shiraki T, Ushikoshi H, Hat-
tori A, Aoyama T, Nishigaki K, Takemura G, Fujiwara H, Minatoguchi S. Both stimulation of
GLP―1 receptors and inhibition of glycogenolysis additively contribute to a protective effect of
oral miglitol against ischaemia-reperfusion injury in rabbits. Br J Pharmacol.2011;164（1）:
119―31.

（16）kanamori H, Takemura G, Maruyama R, Goto K, Ono K, Nagao K, Tsujimoto A, Ogino A,
Takeyama T, Kawaguchi T, Watanabe T, Kawasaki M, Fujiwara T, Fujiwara H, Seishima M,
Minatoguchi S. Autophagy limits acute myocardial infarction induced by permanent coronary
artery occlusion. Am J Physiol Heart Circ Physiol.2011;300（6）: H2261―H2271.

（17）Kanamori H, Takemura G, Goto K, Maruyama R, Tsujimoto A, Ogino A, Takeyama T,
Kawaguchi T, Watanabe T, Fujiwara T, Fujiwara H, Seishima M, Minatoguchi S. The role of
autophagy emerging in postinfarction cardiac remodeling. Cardiovasc Res.2011;91（2）:330―
339.

（18）Bai Y, Muqier, Murakami H, Iwasa M, Sumi S, Yamada Y, Ushikoshi H, Aoyama T, Nishigaki K,
Takemura G, Uno B, Minatoguchi S. Cilostazol protects the heart against ischaemia reperfusion
injury in a rabbit model of myocardial infarction: Focus on adenosine, nitric oxide and mitochon-
drial KATP channels. Clin Exp Pharmacol Physiol.2011;38（10）:658―665.

［医：消化器病態学］
（19）Shimizu M, Sakai H, Shirakami Y, Iwasa J, Yasuda Y, Kubota M, Takai K, Tsurumi H, Tanaka

T, Moriwaki H. Acyclic retinoid inhibits diethylnitrosamine -induced liver tumorigenesis in
obese and diabetic C57BLKS/J-+（db）/+Lepr（db）mice. Cancer Prev Res2011; 4:128―136.

（20）Shimizu M, Sakai H, Shirakami Y, Yasuda Y, Kubota M, Terakura D, Baba A, Ohno T, Hara Y,
Tanaka T, Moriwaki H. Preventive effects of （ - ） -epigallocatechin gallate on
diethylnitrosamine-induced liver tumorigenesis in obese and diabetic C57BL/KsJ-db/db Mice.
Cancer Prev Res2011; 4:396―403.

（21）Shimizu M, Yasuda Y, Sakai H, Kubota M, Terakura D, Baba A, Ohno T, Kochi T, Tsurumi H,
Tanaka T, Moriwaki H. Pitavastatin suppresses diethylnitrosamine -induced liver preneo-
plasms in male C57BL/KsJ-db/db obese mice. BMC Cancer2011;11:281.

（22）Shimizu M, Adachi S, Masuda M, Kozawa O, Moriwaki H. Cancer chemoprevention with green
tea catechins by targeting receptor tyrosine kinases. Mol Nutr Food Res2011;55:832―843.

（23）Shimizu M, Sakai H, Moriwaki H. Chemoprevention of hepatocellular carcinoma by acyclic reti-
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noid. Front Biosci2011;16:759―769.

（24）Osawa Y, Kanamori H, Seki E, Hoshi M, Ohtani H, Yasuda Y, Ito H, Suetsugu A, Nagaki M,
Moriwaki H, Saito K, Seishima M. L-tryptophan -mediated enhancement of susceptibility to non-
alcoholic fatty liver disease is dependent on the mammalian target of rapamycin. J Biol Chem
2011;286:34800―34808.

（25）Osawa Y, Seki E, Kodama Y, Suetsugu A, Miura K, Adachi M, Ito H, Shiratori Y, Banno Y, Olef-
sky JM, Nagaki M, Moriwaki H, Brenner DA, Seishima M. Acid sphingomyelinase regulates glu-
cose and lipid metabolism in hepatocytes through AKT activation and AMP-activated protein
kinase suppression. FASEB J2011;25:1133―1144.

（26）Kubota M, Shimizu M, Sakai H, Yasuda Y, Ohno T, Kochi T, Tsurumi H, Tanaka T, Moriwaki H.
Renin-angiotensin system inhibitors suppress azoxymethane -induced colonic preneoplastic le-
sions in C57BL/KsJ-db/db obese mice. Biochem Biophys Res Commun2011;410:108―113.

［医：神経生物］
（27）Itoh M, Li S, Ohta K, Yamada A, Hayakawa-Yano Y, Ueda M, Hida Y, Suzuki Y, Ohta E, Mizuno

A, Banno Y, Nakagawa T. Cayman Ataxia-Related Protein is a Presynapse-Specific Caspase-3
Substrate, Neurochemical research36（7）:1304―13, Jul2011.

（28）Li S, Itoh M, Ohta K, Ueda M, Mizuno A, Ohta E, Hida Y, Wang MX, Takeuchi K, Nakagawa T.
The expression and localization of Prune2mRNA in the central nervous system, Neuroscience
Letters503（3）:208―14, Oct10.2011.

（29）Ohta K, Mizuno A, Li S, Itoh M, Ueda M, Ohta E, Hida Y, Wang MX, Furoi M, Tsuzuki Y, Soba-
jima M, Bohmoto Y, Fukushima T, Kobori M, Inuzuka T, Nakagawa T. Endoplasmic reticulum
stress enhances γ-secretase activity, Biochem Biophys Res Commun.416:362―366, Nov162011.

［医：神経内科・老年学］
（30）Hashimoto K, Hayashi Y, Watabe K, Inuzuka T, and Hozumi I. Metallothionein-Ⅲ prevents neu-

ronal death and prolongs life span in amyotrophic lateral sclerosis model mice. Neuroscience
189,293―298,2011.

［医：生理学］
（31）Seo Y, Satoh K, Watanabe K, Morita H, Takamata A, Ogino T, Murakami M: Mn-bishine: a low

affinity chelate for manganese ion enhanced MRI. Magnetic Resonance in Medicine,65:1005―
1012,2011.

（32）Seo Y, Takamata A, Ogino T, Morita H, Murakami M: Lateral diffusion of manganese in the rat
brain determined by T1 relaxation time measured by1H MRI. Journal of Physiological Sciences,
61:259―266,2011.

（33）Morita H, Abe C: Negative feedforward control of body fluid homeostasis by hepatorenal reflex.
Hypertension Research,34:895―905,2011.

（34）Abe C, Iwata C, Shiina T, Shimizu Y, Morita H: Effect of daily linear acceleration training on the
hypergravity-induced vomiting response in house musk shrew（Suncus murinus）. Neurosci-
ence Letters,502:138―142,2011.

（35）Abe C, Kawada T, Sugimachi M, Morita H: Interaction between vestibulo-cardiovascular reflex
and arterial baroreflex during postural change in rats. Journal of Applied Physiology,111:1614―
1621,2011.
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［医：組織・器官形成］
（36）Aoki H, Hara A, Motohashi T, Kunisada T. Protective effect of Kit signaling for melanocyte

stem cells against radiation-induced genotoxic stress. J Invest Dermatol.2011.131（9）:1906―
1915.

（37）Aoki H, Hara A, Motohashi T, Osawa M, Kunisada T. Functionally distinct melanocyte popula-
tions revealed by reconstitution of hair follicles in mice. Pigment Cell Melanoma Res.2011Feb;
24（1）:125―35.

（38）Motohashi T, Yamanaka K, Chiba K, Miyajima K, Aoki H, Hirobe T, Kunisada T. Neural crest
cells retain their capability for multipotential differentiation even after lineage-restricted
stages. Dev Dyn.2011.240（7）:1681―1693.

［医：内分泌代謝病態学］
（39）Biochem Biophys Res Commun.2011Sep9;412（4）:638―43. Epub2011Aug11. Krüppel-like

factor-10is directly regulated by carbohydrate response element-binding protein in rat primary
hepatocytes. Iizuka K, Takeda J, Horikawa Y.

［医：病態情報解析医学］
（40）Acid sphingomyelinase regulates glucose and lipid metabolism in hepatocytes through AKT ac-
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sis of9-substituted2,3,4,9-tetrahydro-1H-carbazole derivatives and evaluation of their anti-
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（49）Tomohiko Urushisaki, Tomoaki Takemura, Shigemi Tazawa, Mayuko Fukuoka, Junji
Hosokuwa-Muto, Yoko Araki, and Kazuo Kuwata: Caffeoylquinic Acids Are Major Constituents
with Potent Anti-Influenza Effects in Brazilian Green Propolis Water Extract. Hindawi Publish-
ing Corporation Evidence-Based Complementary and Alternative Medicine Vol.2011, Article
ID254914, 7 Pages doi:10.1155/2011/254914

［生命：ゲノム研究分野］
（50）Induction of peroxisomal lipid metabolism in mice fed a high-fat diet. Kozawa S, Honda A, Kaji-

wara N, Takemoto Y, Nagase T, Nikami H, OkanoY, Nakashima S, Shimozawa N. Mol Med Re-
port 4:1157―1162,2011

【動物実験分野教員の教育・研究活動】
（教育）
・大学院医学研究科

・講義「生命倫理」において「動物実験における生命倫理」（2時間）を講義（二上）
・応用生物科学部

・講義「実験動物学」（2単位）（選択科目、対象学生：生産環境学課程3年）（二上）
・講義「実験動物学」（2単位）（対象学生：獣医学課程4年）（二上）
・実習「獣医病理学実習Ⅰ」（1単位；3人で分担）（対象学生：獣医学課程3年）（平田）
・実習「獣医病理学実習Ⅱ」（1単位；3人で分担）（対象学生：獣医学課程4年）（平田）
・講義「毒性病理学集中講義」（1単位；4人で分担）（対象学生：獣医学課程4年）（平田）

・生命科学総合研究支援センター公開講座2011年11月19日
～大人も学生もわかる最先端生命科学研究～
「動物のがんが教えてくれること ～がんの予防について～」を講義（平田）

（論文）
1．Induction of peroxisomal lipid metabolism in mice fed a high-fat diet. Kozawa S, Honda A, Kaji-

wara N, Takemoto Y, Nagase T, Nikami H, OkanoY, Nakashima S, Shimozawa N. Mol Med Report
4:1157―1162,2011

2．Sakai H, Yonemaru K, Niimi K, Takeda M, Murakami M, Hirata A, Yanai T. Ganglioneuroma in
the urinary bladder of a dog. Journal of Veterinary Medical Science,73（6）,801―803,2011.

3．El-Habashi N, El-Nahass E, Namihira Y, Hagiwara H, Fukushi H, Narita M, Hirata A, Sakai H,
Yanai T. Neuropathgenicity of equine Herpesvirus9in the cattle. Journal of Equine Veterynary
Science,31（2）,72―77,2011.

4．El-Nahass E, El-Habashi N, Nayel M, Kasem S, Fukushi H, Suzuki Y, Hirata A, Sakai H, Yanai T.
Kinetics and Pathogenicity of Equine Herpesvirus-9Infection following Intraperitoneal Inocula-
tion in Hamsters. Journal of Comparative Pathology,145（2―3）,271―281,2011.

5．El-Dakhyl KM, El-Nesr KA, El-Nahass ES, Hirata A, Sakai H, Yanai T. Prevalence and distribution
patterns of Sarcocystis spp. in buffaloes in Beni-Suef, Egypt. Tropical Animal Health and Produc-
tion,43（8）,1549―54,2011.
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（学会）
1．El-Shaymaa、El-Nahass、Khaled El-Dakhly、Samah Abou Asa、福士秀人、平田暁大、酒井洋

樹、柳井徳麿 Kinetics and Pathogenicity of Oral Infection by Equine Herpesvirus-9in Mice and
Suckling Hamsters．第152回日本獣医学会学術集会、大阪、2011．9。

2．橋本顕嗣、平田暁大、酒井洋樹、柳井徳麿、佐野祐介、西岡真、竹田正人、高見一利 ブタオザ
ル（Macaca nemestrina）で認められた T 細胞性リンパ腫の1例 第17回日本野生動物医学大会、
東京、2011．10。

3．平田暁大、富田弘之、原 明、山田泰広 Role of the canonical Wnt signaling pathway in prolifera-
tion of the gastric epithelial cells．第70回日本癌学会学術総会、名古屋、2011．10。

4．平田暁大 Wntw シグナルによる胃上皮細胞の増殖制御機構の解析 第28回日本毒性病理学会学
術総会、東京、2011．10。

5．加藤祐樹、酒井洋樹、平田暁大、森 崇、丸尾幸嗣、村上麻美、柳井徳麿 細胞診標本を用いた
CD204に対する免疫染色による犬組織旧肉腫の診断 第153回日本獣医学会学術集会、大宮、
2012．3。

6．村井厚子、Salem Samah、平田暁大、酒井洋樹、柳井徳麿 血管系腫瘍における Akt/mammalian
target of rapamycin（mTOR）/elf4E-binding protein1（4EBP1）の免疫組織学的解析 第153
回日本獣医学会学術集会、大宮、2012．3。

7．El-Shaymaa、El-Nahass、Nagwan El-Habashi、加藤祐樹、福士秀人、平田暁大、酒井洋樹、柳
井徳麿 Ocular infection model using suckling hamsters inoculated with EHV-9: kinetics of thevi-
rus and time-course pathogenesis of EHV-9-induced encephalitis via the eyes 第153回日本獣医
学会学術集会、大宮、2012．3。

（研究会など）
1．平田暁大、山田泰広、渡辺亮、山下聡、牛島俊和、小林一博、高松学、富田弘之、波多野裕一郎、

久野壽也、原 明 Wnt シグナルによる大腸上皮細胞の増殖制御機構の解析 第26回発癌病理
研究会、札幌、2011．8。

2．Hirata A, Tachikawa Y, Sakai H, Kaneko A, Suzuki J, Eguchi K, Shigematsu K, Nikami H, and
Yanai T. Spontaneous T/NK-cell lymphoma associated with Simian Lymphocryptovirus in a Japa-
nese Macaque（Macaca fuscata）.5th Asian Workshop on Zoo and Wildlife Medicine, Kathmandu,
Nepal, October2011.

3．Murai A, Murakami T, Inoue M, Ueda H, Shiihara S, Hirata A, Sakai H, Yanai T. Disseminated In-
fection with Mycobacterium Kansasii and Cutaneous Infection with Mycobacterium sp. In Two
Black Bearded Saki.5th Asian Workshop on Zoo and Wildlife Medicine, Kathmandu, Nepal, Octo-
ber2011.

4．平田暁大、山下聡、渡辺亮、牛島俊和、原 明、山田泰広 Wnt シグナルによる大腸上皮細胞
の増殖制御機構に関する研究 文部科学省科学研究費補助金「がん研究分野の特性等を踏まえた
支援活動」主催 平成23年度個体レベルでのがん研究支援活動ワークショップ、大津、2012．1。

（会議）
・第36回 国立大学法人動物実験施設協議会総会：2011年5月13日、主催校：金沢大学、会場：金沢、

分野長二上英樹、技術職員大山貴之出席

（社会活動）
・国立大学法人動物実験施設協議会会員校、幹事校
・東海実験動物研究会 事務局




